







ウドに近縁の植物 Heracleum sosnowskyi に含まれる他感物質を検索し同定する
ことを目的として行ったものである。  
まず，本植物 (H. sosnowskyi)と，その近縁種で侵略的ではない H. asperum, H. 











る他感作用に関与する揮発性物質を Cotton swab method（綿棒法）という新たに
開発した手法で調べた結果， octyl acetate, octanol, octanal, hexyl isobutyrate, 
hexyl-2-methyl butyrate 等を検出したが，全活性法により評価した結果，octanal
が活性本体であることを明らかにした。Octanal が植物の生育を顕著に阻害する
他感物質であることを報告したのはこれが初めてである。  
 以上のように，本論文は，多くの新しい知見を有すること，論文の内容，構成
および公表論文数などから，本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論文が
博士(農学)の学位論文として十分価値があるものと判断し，合格と判定した。  
